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公益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第８回理事会 議事録
◆ 日  時 ：２０１３年８月２７日（火）
１８：３０～２１：３０
◆ 場　所 ：パレスグランデール
1． 開  会                                                                 横山専務理事
2． ＪＣＩクリード唱和                                                     與田委員長
3． ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和                               長瀬総括幹事
4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                                           佐藤幸助委員長
5． 出席者の確認（敬称略）                                                 舟山事務局長
理事長                      井　上　周　士
直前理事長                  野　口　雅　弘
特別顧問                    荒　井　　　寛（欠席）
実行委員長                  齋　藤　秀　和
副理事長                    伊　藤　健　二
副理事長                    中　村　祥　之（欠席）
副理事長                    齊　藤　秀　昭
副理事長                    鈴　木　辰太郎
監事                        酒　井　貞　和（欠席）
監事                        中　村　正　利
監事                        矢　口　政　則（遅参）
専務理事                    横　山　隆　太
議長                        佐　藤　貴　博
特別委員長                  三　沢　慶　洋
常任理事                    安　藤　太一郎
常任理事                    鈴　木　　　力
常任理事                    今　野　　　修
常任理事                    遠　藤　智　大
本部長                      渡　部　明　弘
委員長                      佐　藤　幸　助
委員長                      武　田　靖　裕
委員長                      長谷川　吉之介（遅参）
委員長                      與　田　貴　博
委員長                      荒　井　要　雄
総括幹事                   會　田　智　弘（遅参）
総括幹事                   長　瀬　洋　一
出向理事                   井　上　智　博
事務局長                   舟　山　力　也
＜オブザーバー＞
花火大会特別委員会部会長　　黒　沼　　　望
新入会員会長　　　　　　　　竹　永　倫　之

新入会員　　　　　　　　　　横　山　佳　友

新入会員　　　　　　　　　　向　田　竜　也

新入会員　　　　　　　　　　長　岡　大　輔

新入会員　　　　　　　　　　岩　田　千　絵

新入会員　　　　　　　　　　大　場　貴　之

新入会員　　　　　　　　　　奥　山　竜　士

新入会員　　　　　　　　　　武　田　聖　水

新入会員　　　　　　　　　　庄　司　哲　也

会務セクレタリー　　　　　　千　歳　　　望
会務セクレタリー　　　　　　茂  木  政  樹
６．会議成立の確認                                                            舟山事務局長
公益社団法人山形青年会議所定款第５章・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立
７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                                     井上周士理事長
議事録署名人は井上周士理事長・中村正利監事
議事録作成人は会務セクレタリー
８．前回議事録の承認                                                         井上周士理事長
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認
９．理事長予定者挨拶                                                         井上周士理事長
改めまして皆様こんばんは。本日の第８回理事会に定刻通りお集まりいただきまして誠にありがとうございます。まずは８月ということで何を持っても山形大花火大会で三沢特別委員長並びに渡部本部長、花火大会特別委員会の皆様、本当に素晴らしい花火大会をありがとうございました。凄魂花火ということでフィナーレの１５号玉が打ち上がり、山形でも１０年来のインパクトのある花火でした。今日もルームに一般の方から「最後の花火は何号なのか。」とお電話をいただいたようで、それぐらい凄い花火でした。この花火大会の裏には様々な問題があったと思いますが、無事成功に終われたのは花火大会特別委員会の皆様や理事メンバーの皆様、警備をしていただいたメンバーやＪＣＣ、協賛金を集めていただいた皆様のお陰だと思います。また、花火大会の出席率も１４４名中、８５％と、これもラインの皆様の声掛けの賜物だと心から感謝しております。ぜひ花火大会は必ず出席だと後世のメンバーにも伝えていただければと思います。この花火大会に関連して、８月１４日が終わって程なく、京都の福知山で起こってしまった花火大会の事故。死者３名、重体者１６名、合わせて死傷者６０名ということで、あってはならない事件が起こってしまいました。事件発生当初、責任は露天商側にあると言っていた、主催者の商工会議所側でしたが、申請してきた部分と行っていた部分が異なっていたり、それを主催者側が確認していたのか等色々と問題が出てきて、残念ながら商工会議所に責任を問われる流れになっております。私も理事長を務めさせていただく際に、先輩から花火大会に関しては終わってから本当に安心できる、とお伝えいただきました。本当に無事に終わることがいかに大事かと痛感した次第であります。実は、理事メンバーやオブザーバーの皆様にもお伝えしたい出来事がありまして、過去山形ＪＣの事業におきましても死亡事故が起きております。それは、山形ＪＣが３０周年を記念して１９８５年、霞城公園にて霞城フェスティバルという事業が開催されました。当時、ボランティアでお手伝いいただきました青木みちこさんという方でした。当時の年齢で３０代中盤の方だとお聞きしました。不運にも強風に煽られテントの下敷きになりお亡くなりになられたとのことです。訴訟に関しては設営した側となり、山形ＪＣも誠意ある対応をとらせていただき、遺族側と遺恨は残らなかった、となっております。山形ＪＣは今でも１月４日の事務所開きの際に青木さんのお墓参りが慣例になっていることを皆様にお伝えしておきます。花火大会のメンバーの方々ともお話しましたし、行政等々も様々なチェックが入ってきますし、今後の事業の中で何か一つの油断があると事故に繋がるケースがあります。金山先輩が行った事業でも６～７メートルのステージから子供が転落したという事があったらしいです。事なきを得たらしいですが、ちょっとした弾みに事故が起きやすくなっています。ＡＳＰＡＣに関してもしっかりと気を引き締めていかないといけないと改めて思う次第であります。最後に結びとなりますが、先般、次年度第１回候補者会議がの々村で開催されました。次年度の理事メンバーも非常に皆様から人望があり力を付けてきたメンバーが理事構成メンバーとなり、非常にご盛会だったことをご報告申し上げます。やはり青年会議所というのは一年一年の積み重ね、実績により次年度があり、実績をつけたメンバーが２０１４年を支えているということで非常に素晴らしい会でした。ちょうど昨年の今頃を振り返りますと野口直前理事長が終へのカウントダウンと称して、あと数回しかありませんなどと力強くおっしゃっていたのが昨日のように思い返されます。私も既に半分を越す段階で終へのカウントダウンへ入ってきているのだと感じます。皆様におかれましては是非最後まで気を抜くことなくしっかりと積み重ねていただき、素晴らしい２０１３年から素晴らしい２０１４年と繋げていただきたいと思います。それでは、本日も宜しくお願い致します。

１０．直前理事長予定者挨拶                                                   野口直前理事長
皆様、お疲れ様です。事業に関しては井上理事長がほとんど言っていただいたので、私も福知山の事故に関して一言言いたいと思っておりました。まず、三沢特別委員長を始めと致します花火大会特別委員会の皆様、大変お疲れ様でした。何点か課題はあると思いますが、無事に終わって良かったと思っています。私も２００３年に設営部会を担当した時にちょうど明石の花火大会の事故を経験しまして、とある委員長から言われたのが「事故が起きた際に責任を最初に問われるのは会長なのだぞ。」でした。山形花火大会の会長は山形市長なのです。全部山形市に責任が行くので、最後まで準備は怠るなと言われました。実際、山形花火大会が無事に終わったのですが、裏には危険が多く潜んでいたのではないかと考えます。先程１５号玉が打ち上がって良かったとの話がありましたが、実際の１５号玉は６０ｋｇくらいあり、スイカの一回りくらい大きなサイズで、筒が５００ｋｇくらいあります。あのような物が打ち上がるのですから危険も潜んでいるのだと感じました。皆様各々が経験したことを実施していただいたので本日に花火大会は心おきなく終了できたと思います。また、ＪＣＣの方々と夜の宴会をし、楽しい思いをさせていただいたと思っております。ですが、私もまだまだありますので、その点を認識しながら再度気持ちを新たに４ヶ月間過ごしていきたいと思います。そして、少し話は戻りますが会員パワーアップの理事懇親会は非常に盛況に終わったと思いますし、ここ２～３年で６０名程の新入会員が入会しております。要するに半分位メンバーが入れ替わっているのです。実際、私が理事長時の新入会員は覚えているのですが、その前後は名簿を見て顔と名前を一致させているのが現状です。本当に私が卒業生になってしまったと改めて思うところです。皆様が今後しっかりと山形ＪＣを支えて行っていただきたいと思います。そして最後に、今年の夏は本当に熱い夏だったと思います。日大山形、花巻東が甲子園ベスト４に残って、東北勢が四国勢を破ってベスト４に行くのは無いだろうと正直思っていました。決勝に進んだら応援にいこうかと思っていましたが、甘い考えを起こして準決勝で敗れてしまいました。それはそれでしっかりとした機会をモノにして充実して戦っていた彼らの姿には一つの感動を覚えたと思っています。私も高校時代はサッカーをしており、私の学年の時だけ全国大会に行けなかったです。そういった意味ではあの姿がＪＣの姿なのかもしれないと感じながら観戦しておりました。また、東北楽天もパ・リーグでは首位を走っておりますし、東北福祉大出身でプロゴルファーになった松山英樹君も世界で１０本の指に入るくらいの素晴らしい活躍をしております。それもこれも山形ＪＣがＡＳＰＡＣを誘致したから勘違いしてこの様な勢いで頑張っているのかと勝手に思っています。先日のじゃがいもゴルフに関しても、たくさんの方々から「いよいよ来年だね。」と言われます。事業をする責任を把握し自分の立ち位置をしっかりと見つめていただき先に進んでいただきたいと思います。私も１２月３１日まで一日一日考えていきたいと思います。ＪＣはあくまでも手法です。自分の人生で自分が何になるかをしっかりと見定めてＪＣに利用されることなく利用して、沢山の機会を得て沢山の友達を得て自分の経験を積んでいただきたいと思います。本日の大変貴重な時間ですので有意義な理事会を過ごさせていただきたいと思います。今日はどうぞよろしくお願い致します。

１１．議題並びに資料の確認                                                   荒井要雄委員長
配布資料　第８回理事会アジェンダ　
確認事項その他を含め２件、討議事項その他を含めて１件、審議事項その他を含めて７件、協議事項その他を含め５件、報告・依頼事項その他を含め１０件
１２．議事の採択                                                              井上周士理事長
全員賛成
１３．確認事項

確－０２　その他

削除

確－０１　ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会成功に向けた活動費について          ＡＳＰＡＣ準備事務局

長瀬総括幹事【確認】

ＡＳＰＡＣ活動費の添付ファイルを参照。前回理事会にて確認した事業の現在の執行状況について記載。

差異の部分に関してはマイナス表示の部分は当初予算組を下段階からマイナスになっている部分になる。

また、為替率の影響もありＡＳＰＡＣトレードショーブースで支払いをした際には１０３円と高い時期に支払いをした内容になっている。今後予算の中で対応できるように節約をしていく。

横山専務理事【補足】

皆様に進捗状況の把握をしていただきたい部分とＡＳＰＡＣ　ＣＯＣ管理で区切りを持っていただきたいので毎月上程させていただく。内容を理事の皆様、確認願いたい。
14． 討議事項

討－０１　その他

削除

15． 審議事項

審－０７　その他
削除

審－０１　１０月例会の企画・実施（案）承認に関する件                         渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【上程】

今年の出向者報告会のテーマは「出向者の全貌を明らかに！！　幸助の部屋！！」で事前にアンケートを取り私がコーディネーターをし、出向者の方に話を聞くという内容の報告会になる。
鈴木力常任理事【補足】

多くの皆様に「幸助の部屋」に来ていただけるよう声掛けをお願いしたい。

荒井要雄委員長【財審コメント】

指摘下部分、修正済みのため問題なし。

横山専務理事【コメント】

事前に中村副理事長と打合せさせていただき、ＡＰＤＣのＤＯで増田果菜子君が入っているが内諾もいただき進んでいるが、日本ＪＣでは未承認のため、内容を汲み取っていただき確認願いたい。

佐藤貴博議長【質問】

予備費が取られていないがこの様な予算でもいいのか。

横山専務理事【回答】

メトロポリタン例会場での開催の為、昨年もこの内容での審議上程だった。

井上周士理事長【採決】

全会一致で可決

審－０２　国際ドキュメンタリー映画祭への支援（案）承認に関する件
グローバルシティー創造委員会
武田委員長【上程】

ビューティフルコミッションの支援ということで、香味庵倶楽部さんの支援をお願いしたい。

今野常任理事【補足】

２年に１回の国際ドキュメンタリー映画祭で、全世界からお客様がいらっしゃる機会のため、多くのメンバーの支援をお願いしたい。

井上周士理事長【採択】（予算書に武田紙工さんの見積りが入っているため、議決権なしに伴う採択。）
全会一致で可決
荒井要雄委員長【財審コメント】

特に無し。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決

審－０３　卒業例会の企画実施（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】

２回の協議でいただいた意見は、赤字にて反映している。卒業例会に関して、１００パーセント出席を達成しての成功であると考えている。現在声掛けなど行っていただいているが、どうしても連絡のつかないメンバーがいたり、確認を取ったものの当日の参加が不確定であるメンバーも存在する。各ラインにて例会の意義・ＡＳＰＡＣに向けた１００パーセント出席達成の意義をしっかりお伝えしていただくようお願いしたい。

横山専務理事【補足】

１００パーセント例会を必ず実現させるようご協力いただきたい。

荒井要雄委員長【財審コメント】

特に無し。
遠藤常任理事【意見】

２００９年に１００パーセント例会を達成したわけだが、年を追って内容を知っているメンバーが減ってきている。１００パーセント例会の達成によって、今まで例会に来ていなかったメンバーが来やすくなるというメリットがある。２０１４年に繋げるためにも、ぜひ皆さまのご協力をお願いしたいと思う。

井上周士理事長【コメント】

世代も替わり、分からないメンバーが多くなったのも事実である。多くの新入会員も入会したので、ぜひとも１００パーセント例会を達成していただきたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】
予算書を確認していたところ、メモ書きが見られる。残る資料であるので、修正をお願いしたい。

荒井要雄委員長【回答】

当該資料を削除した審議上程とさせていただく。

安藤常任理事【質問】
予算書の２番に小沢商店の見積が添付されているが、有効期限が９月末日となっている。問題は無いのか。

荒井要雄委員長【回答】

審議段階にて期限がカバーされていれば問題無いと考える。発注も期限内に間違いなく行う予定である。

安藤常任理事【意見】

問題がなければよいと思う。日本ＪＣでは半年先までの有効期限で見積徴収を推奨しているため、次年度以降も参考にしていただきたい。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決

審－０４　公益社団法人山形青年会議所２０１４年度運営規定変更（案）承認に関する件
２０１４年事務局
遠藤常任理事【上程】
２０１４年度の新組織に伴い、運営規定の変更を上程させて頂く。変更箇所は赤字にて記してあるのでご参照願う。慎重審議をお願いしたい。
井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。
審－０５　公益社団法人山形青年会議所２０１４年度理事候補者選任（案）承認に関する件

２０１４年事務局
遠藤常任理事【上程】

添付の資料にある２４名より、理事候補者として内諾を受けている。また、本会前に開催した役員選考会においても皆さまより承認をいただいたことをご報告する。慎重審議をお願いしたい。
井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。
審－０６　公益社団法人山形青年会議所２０１４年度監事候補者選任（案）承認に関する件

２０１４年事務局
遠藤常任理事【上程】

本年監事を務めていただいている中村正利監事を２期目ということで挙げさせていただいている。また、新しく三沢慶洋君を監事候補者として審議上程させていただく。慎重審議をお願いしたい。
井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。
16． 協議事項

協－０５　その他

削除

協－０１　新入会員事業の企画実施(案)に関する件　　　　　　　　　　　会員パワーアップ特別会議
會田総括幹事【上程】

第１回目の協議後に様々な意見を取り交わし、内容を練り直した。新入会員会長の竹永君より上程させていただく。

竹永【上程】

前回の理事会でいただいた意見・質問を検討し、内容を大幅に練り直しさせていただいた。来年のＡＳＰＡＣに向けて絆をよりいっそう深めるために考えた内容となっている。テーマは「一致団結」である。このテーマをもとに、委員会対抗の綱引きを行いたいと考えている。雨天決行とし、場所は橋の南側を予定したいと思う。開催場所の確保に関しては、基本的に前泊にて対応したい。開催までにより良い内容になるよう検討を重ねたいと思っているので、たくさんのご意見を頂戴したい。
會田総括幹事【補足】
大幅な内容の変更であったが、メンバーやその家族が楽しめるようにと考え抜いた結果の議案となる。ご意見・アドバイスをよろしくお願いしたい。

佐藤貴博議長【補足】

３２名の新入会員が精一杯考えた議案内容である。ＡＳＰＡＣという大変な担いに向けて、家族の理解も得つつ絆を深めるという目的を達するため、皆さまからのご意見をよろしくお願いしたい。

伊藤副理事長【補足】

雨天決行を考えているので、雨の場合は雨具を持参のうえご参加いただきたい。

遠藤常任理事【意見】

背景の部分に目的が入ったりしている箇所がある。会員パワーアップグループの指導を受けながら、もう一度精査していただきたい。事業内容に関して、スケジュールのみの記載となっている。目的・手法を盛り込むことでより良い議案になると思う。

安藤常任理事【意見】
前年度からの引継ぎ事項内に雨天・荒天時の項目があるため、雨天決行ということではあるが議案に反映してはどうだろうか。

齊藤秀昭副理事長【意見】

意見と対応の部分で今ほどの上程と異なるもの・対応予定となっているものに関して、議案内で結果が見られないため、どのような対応をしたかを明確にしていただきたい。

三沢特別委員長【意見】
事業目的内容に関して、誤字脱字があるので修正願いたい。

長瀬総括幹事【意見】

審議対象資料に予算書が入っているため、参考資料に変更していただきたい。理由としては、審議対象資料にするには人数に関して内容の整合性が取れなくなっていることが挙げられる。また、過去の議案では備品リスト等の資料も存在したため、円滑な進行のために準備してはどうだろうか。
與田委員長【意見】

スケジュールに関してキッズスペースを設ける旨の記載がある。担当者の名前も記載があるが、組織図の方にも盛り込み周知をはかってはどうだろうか。

中村正利監事【意見】
実働部分が新入会員となっているが、事業自体は会員パワーアップ特別会議のものになるので、議長や総括幹事の名前も記載をお願いしたい。毎年のことになるが、拡大担当の委員会にて細かく見ていただかないと当日ばたばたすることになるのでご配慮いただければと思う。予算書に関しては、今回練習という意味合いもあるであろうが、次回審議をとろうとするのであれば、見積書のリンクの張り方などを指導いただきたい。また予備費ということで多額の予算が計上されているので、最終的にきれいにまとめられるよう、公益の観点からもチェックをお願いしたいと思う。寄附という形をとるのであれば、登録料の領収書にその旨明記するなど、理事長からの指導も仰いでいただきたい。これは理事メンバー全てに関わるところでもあるので、留意のほどよろしくお願いしたいと思う。
井上周士理事長【コメント】
多くの新入会員メンバーにオブザーブいただきありがたく思う。絆というテーマの下、審議まで力を合わせて進め、新入会員の絆も深めていただきたい。

協－０２　全国大会及び世界会議への参加促進依頼　　　　　　　　　　　　　　　　渉外支援委員会
渡部本部長【上程】
メンバーや家族と楽しい時間をというテーマをもとに開催させていただく。背景と目的に記載があるように、普段忙しくてなかなか時間を共にできない家族と、楽しい時間を共有していただきたいという想いがある。また、前年度引継ぎにはビュッフェスタイルとあるが、今年はコース料理に戻したいと考えている。内容詳細に関しては、主務員である黒沼部会長より上程させていただく。
黒沼部会長【上程】

クリスマスキャンドルの作成をアトラクションとして考えている。完成したキャンドルに火を灯し、家族と共にクリスマスソングを歌うことで思い出を共有したいと思う。プレジデンシャルリースの伝達式等では副理事長の皆さまにご協力頂くことになるが、後日改めて依頼をしたいと思う。登録費に関しては昨年比でアップさせていただいた。予算的に厳しいこともあり、皆さまのご理解をいただきたい。

齊藤秀昭副理事長【補足】

花火大会後すぐの上程となるが、忌憚のないご意見を頂戴したい。

長瀬総括幹事【意見】

キャンドルを作成して使用するということであるが、作成してすぐは乾燥の時間が足りずに点灯ができないと思われる。事前のテストを踏まえながら確認しつつ進めていただきたい。
安藤常任理事【質問】

山形ＪＣの例会はメトロが基本であったが、今回のパレスに何か理由はあるのか。

渡部本部長【回答】

メンバーにパレスの従業員もいるので、色々な会場をという意味合いであると思う。
三沢特別委員長【回答】

元々の流れでいくと、クリスマス例会の会場はオーヌマホテルとパレスを交互に使用していた。オーヌマホテルがなくなってからはグランドホテルとパレスを行き来している。昨年がグランドホテルであったため、本年はパレスを予定している。

佐藤貴博議長【意見】

例年、とても素敵な案内状を頂いていた記憶がある。本年もぜひ検討していただきたい。この先レイアウト等の検討が始まると思われるが、委員会毎に区分して家族に普段の姿を見ていただければと思う。

三沢特別委員長【回答】

例年の案内状はクリスマスカードというかたちを取っていたが、本年は作成が間に合わない可能性があり、案内状にて対応させていただきたいと思う。席次に関しては、出席人数により調整が入るが、ご家族や独身者への配慮などを盛り込みながら検討していきたい。

遠藤常任理事【質問】
ＤＶＤ上映に関して、スクリーンとプロジェクターにかかる費用、作成の際に使用する音楽著作権料の詳細を教えていただきたい。また、来賓に対する案内状の郵送代も予算詳細を提示していただきたい。
三沢特別委員長【回答】

スクリーンとプロジェクターに関しては検討中である。来賓に対する案内状は持参を考えているが、今後検討させていただく。

井上周士理事長【コメント】

花火大会終了後すぐにしっかりとした議案を作成していただきありがたく思う。とても楽しそうな参加型の例会であると感じるので期待している。今後も頑張っていただきたい。
協－０３　山形の魅力を発信する事業の企画・実施（案）に関する件　クローバルシティー創造委員会
武田委員長【上程】

先日の協議を受けて大きく方向転換をした。２年に１度開催される国際ドキュメンタリー映画祭に山形市の魅力発信ブースを出展させていただく。ベニちゃん、はなポンなどのゆるキャラや山形市の英語版のパンフレット・写真パネルを用いて視覚的に魅力を発信していく。皆さまからの幅広いご意見を頂戴したい。

今野常任理事【補足】

香味庵クラブとの２本立ての議案になるが、２年に１度の機会に関して、来年のＡＳＰＡＣに向けてＰＲできる場として最良である。慎重審議をお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【補足】

開催期間は香味庵クラブと同様であるが、関連するものが全く違う事業であるので、忌憚のない意見を頂戴したい。

佐藤貴博議長【意見】

来年開催されるＡＳＰＡＣの良いモデルになると思う。外国の方が多く来形されるので、山形の魅力を発信するためにＨＯＷ　ＴＯ本などの作成をしていただき、多くのメンバーが参加できるようにしていただきたい。

荒井要雄委員長【質問】

事業収支予算書の中のシステム構築費について伺いたい。

武田委員長【回答】

予算書についてまだ追いついていない議案があるので、次回までに作り上げる予定である。

井上智博出向理事【質問】

参加員数計画についてどのくらいの人数が必要なのか。

武田委員長【回答】

先程審議をとったが、香味庵クラブと同時開催および夜通しお越しになるので、一人でも多くのメンバーに参加していただきたい。

遠藤常任理事【質問】

公益事業にはなりえないのか。

横山専務理事【回答】

山形青年会議所において公益事業申請する際に、１つ１つ公益かどうかを判断する。その他のものに関しては再度内容を吟味する。公益性を表すのもとして、不特定の人が来ている旨の資料を作る必要があり、決算時に添付することが求められる。

遠藤常任理事【意見】

公益事業として認められるのであれば、国際ドキュメンタリー映画祭とうまく繋げたい。

鈴木力常任理事【意見】

香味庵クラブと同時開催という事で、開店が２１：００、閉店が２６：００になり、遅い活動になるので、近隣住民への配慮を充分していただきたい。

井上周士理事長【コメント】

国際ドキュメンタリー映画祭は２年に１度開催され、非常に多くのお客様が来形されるので、しっかりと行政と結びついて魅力を発信できればよりよい事業になると思うので、今後ともよろしくお願いしたい。

協－０４　ＬＯＭ内褒賞の開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】

例年に則った形で、卒業例会前に開催するので、流れをご確認いただきたい。次回推薦書を皆さまにご依頼させていただく。ＬＯＭ内褒賞審議委員会のメンバーの皆さまのスケジュールを確認し開催する。結果は１１月に発表する。皆さまにご協力いただきたいのは、グループ会議の報告書、委員会の開催の報告書などが特定の委員会からしか出ていない為、個人表彰などにも影響があるので、率先して提出していただきたい。依頼事項として、渉外支援委員会様より各種大会の委員会毎の参加一覧表をご提出いただきたい。

長瀬総括幹事【質問】

次回推薦状という事であるが、メンバーの出席状況を確認する資料は提供いただけるのか。

荒井要雄委員長【回答】

９月上程の際に提出させていただく。

横山専務理事【意見】

常任理事会で毎回挙げているので、ライン内で共有いただきたい。

武田委員長【質問】

実施組織に事務局長・総務情報委員長が入っているが、総務委員会のメンバーもＬＯＭ内褒賞の対象であるが、こちらは例年の扱いになるのか。

荒井要雄委員長【回答】

褒賞委員会の中の開催の手伝いとして入るのが、例年総務委員長になっているので、その様になっている。

武田委員長【意見】

公平性があるのであれば問題ない。

横山専務理事【意見】

委員会報告書の提出をお願いしたい。

横山専務理事【報告】
運営側の不備により、５月例会の決算の議案が今回挙がっていない。９月からそれぞれの決算議案が目白押しになってくる。毎年皆さま苦慮しているので、気を引き締めてやっていただきたい。ＣＯＣの議案、次年度の議案も入ってくるなかで、早め早めに取り組んでいただきたい。審議に関しては当日の提出はあり得ないので、各ラインの中でしっかりと管理していただきたい。

１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舟山事務局長

報－０１　東北地区フォーラムへの参加促進依頼　



　　　渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【報告】

参加人数５１名であるが、特に９月６日（金）副主管仮締結式には一人でも多くの皆さまに出席いただきたい。

報－０２　全国大会及び世界会議への参加促進依頼　


　　　渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【報告】

現在参加取り纏め中であるが、まだ返答いただいていない委員会もあるので、早急にご返事いただく様お願いしたい。リオデジャネイロで行われる世界会議についても非常にお金と時間が掛かるが、一人でも多くのメンバーからご参加いただきたい。

報－０３　キッツビューエル訪問団の未来について　


　　　渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【報告】

山形市の友好都市であるキッツビューエル市から５０周年記念という事で、市長をはじめとする４０名の訪問団が来形される。山形青年会議所がキッツビューエル市の事務局となっており、イベントのお手伝いを皆さまにご協力お願いしたい。訪問団が来形される前のプレイベントとして、キッツビューエル市の紹介パネル展示を行う。２９日にトニー・ザイラー氏主演映画の「銀嶺の王者」を山形ビックウイングにて上映するので、多くのメンバーで会場を盛り上げていただきたい。１０月２３日に訪問団が来形される。山形市役所内の国際交流センターにて対応をしていただくが、芋煮会を開催してほしいとの要請があったので、多くのメンバーからお手伝いいただきたい。

報－０４　公益社団法人日本青年会議所　アジアアライアンス確立委員会　山形委員会開催について

アジアアライアンス確立委員会

舟山事務局長【報告】

９月１５日（日）に山形市ヤマコーホール７階で委員会が開催される。講演会、懇親会は佐五郎さんにて長谷川浩一郎先輩をお招きする。委員会冒頭に井上周士理事長よりご挨拶をいただく。詳細については後日メールにて配信する。各ラインを通してお声掛けをいただきたい。
報－０５　公益社団法人山形青年会議所２０１４年度直前理事長就任について　　　　２０１４事務局
遠藤専務理事候補者【報告】

９月開催の総会で報告・依頼事項にて挙げさせていただく議案である。本年度理事長の井上周士理事長が直前理事長に就任になる議案である。
報－０６　定例理事会の出欠状況について
報－０７　ルーム備品の未返却状況について

報－０８　委員会「ルームコピー機使用状況」について

舟山事務局長【報告】

各自ご確認いただきたい。

報－０９　次回上程スケジュールについて

舟山事務局長【報告】

各自ご確認いただきたい。

報－１０　９月例会のお願いについて　




　　　会員交流委員会
與田委員長【報告】

各ラインにおいて参加取り纏めをいただき感謝申し上げる。人数の報告をさせていただく。シニア出席４３名であり、予定の７０名には程遠い数字である。先輩方に声掛けいただき参加促進にご協力いただきたい。メンバーについては１４４名中９６名の参加で良い進捗である。引き続きお願いしたい。

報－１１　９月総会に関する件





　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【報告】

８月２８日午前中に議事内容と委任状を郵送する。各委員会にて早急にご記入いただき、投函するようお声掛けいただきたい。

報－１２　日本一の芋煮会フェスティバルの準備手伝いに関する件

横山専務理事【報告】

山形商工会議所青年部様より花火大会のお手伝いをいただいたので、是非とも日本一の芋煮フェスティバルに参加いただきたい。花火大会特別委員会から１０名ほどが手伝いに参加する予定である。日時は９月１日（日）９時～１６時　芋煮配布時間１１時～１５時　正副構成メンバー、花火大会特別委員会特別委員長、商工会議所青年部との懇親会が毎年開催されており、この人間関係からお互いのお手伝いのやり取りが始まっているので、是非参加していただきたい。

報－１３　第３４回山形大花火大会の御礼　



　花火大会特別委員会
渡部本部長【報告】

集まった協賛金は３，５００万円の予算に対して、３，３８０万円で９６．５％の数字が上がっている。これも忙しい中、皆さまに集めていただいた結果である。感謝申し上げる。当日の参加人数も８５％の出席で、警備だけにとどまらず様々な活躍をいただいたとの報告を受けている。協賛申込みについて、いまだに未入金分があるので、来月の月初に支払いがあるので、９月５日（木）まで入金をお願いしたい。

三沢特別委員長【補足】

重ねて御礼申し上げる。色々なトラブルが起こっていたと思うが、皆さまの対応力・サポート力のおかげで成功できた大会だと思う。会場のお客様の歓声・笑顔を見ると山形ＪＣとして無くしてはいけない事業であると再認識した。来年以降も花火は続くので、今年度きれいに終わる為にも、協賛金や領収書の回収をしっかりとしていただきたい。引き続きのご協力をお願いしたい。

１８．次回開催






　　　　　　  　横山専務理事
第９回定例理事会９月２４日火曜日　場所：パレスグランデール
１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　           中村正利監事
まずは、本日もお疲れ様でした。冒頭理事長からもございました通り、花火大会特別委員会の皆さま大変お疲れ様でした。本理事会において、報告事項で次年度の件がございました。皆さまもちろんお気づきの事とは思いますが、次年度も同時に走っておりますので、１３年と１４年がかなり交錯して走っているところです。今週末から来月頭にかけまして、東北青年フォーラムがあり、９月にはシニアとの交流会とすぐにやって参ります。全国大会、世界会議とまだまだやることはたくさんございます。その中で、専務からも運営に関して一言ございましたけれども、各副理事長の方々にはしっかりした指導を行っていただきたいと思います。委員長の皆さま、オブザーブに来ていただいている皆さまに関しては次年度に向けて力を貯めなければならない時期でございます。小さいところで蹴躓いてもいられません。残り折り返しになっていますが、ここのところでもう一度ご自分の足元、内容、運営を正していただきまして、次回の理事会にご参加いただきたいと思います。以上監事講評とさせていただきます。本日は大変お疲れ様でした。

２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 横山専務理事









